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図―３　地上気象観測装置の設置例

こ
こ
で
気
圧
の
単
位
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
。
標
準
気
圧
と
呼
ば
れ
る
一
気
圧
（
一

ａ
ｔ
ｍ
）
の
定
義
は
、
水
銀
柱
七
六
〇
㍉

㍍
の
大
気
圧
で
あ
る
。

横
道
に
逸
れ
る
が
、
地
上
の
気
圧
は
、

一
㌢
㍍
当
た
り
約
一
㌔
㌘
だ
か
ら
、
手
の

ひ
ら
に
は
数
十
㌔
㌘
の
圧
力
が
掛
か
っ
て

観
測
シ
ス
テ
ム
機
器

◇
気
圧
計

か
つ
て
は
水
銀
を
用
い
た
「
水
銀
気
圧

計
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
原
理
は

図
―
１
に
示
す
よ
う
に
、
上
端
が
閉
じ
ら

れ
、
下
端
が
開
か
れ
た
ガ
ラ
ス
管
内
の
水

銀
柱
の
高
さ（
㍉
㍍
）で
観
測
し
て
い
た
。

い
る
。
だ
が
、

図―１　水銀気圧計の原理図
図版は全て気象庁資料より

現
在
は
、
シ
リ
コ
ン

製
の「
電
気
式
気
圧
計
」

（
図
―
２
参
照
）
を
用

い
て
い
る
。
気
圧
の
変

化
に
応
じ
て
シ
リ
コ
ン

製
の
小
箱
の
電
極
間
の

距
離
が
伸
縮
し
て
、
電

気
容
量
が
変
化
す
る
こ

と
を
利
用
し
て
い
る
。

重
さ
を
感
じ
な
い
の
は
裏
側
に
は
上
向
き

の
圧
力
が
掛
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
、
地
上
気
圧
が
東

京
で
一
〇
〇
五
ｈ
Pa
、
横
浜
で
一
〇
〇
〇

ｈ
Pa
と
す
る
と
、
そ
の
間
の
空
気
塊
は
、

横
浜
に
向
か
っ
て
力
（
気
圧
傾
度
力
）
が

働
く
こ
と
に
な
る
。

図―２　電気式気圧計の仕組み
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◇
気
温
計

白
金
の
抵
抗
が
温
度
に
よ
っ
て
変
化
す

る
こ
と
を
利
用
し
た
「
白
金
抵
抗
温
度
計
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

◇
湿
度
計

「
電
気
式
湿
度
計
」
で
行
っ
て
お
り
、

セ
ン
サ
ー
は
電
気
を
た
め
る
二
枚
の
板
の

電
気
容
量
が
、
水
蒸
気
の
多
少
に
応
じ
て

変
化
す
る
こ
と
を
利
用
し
て
い
る
。
湿
度

計
と
温
度
計
は
、
い
ず
れ
も
前
頁
図
―
３

の
中
央
付
近
に
見
ら
れ
る
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
円
筒
の
内
部
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
上

部
の
フ
ァ
ン
で
換
気
さ
れ
て
い
る
。

◇
降
水
量
計

図
―
４
に
「
転
倒
ま
す
式
雨
量
計
」
の

内
部
構
造
を
示
す
。
な
お
、
設
置
状
況
は

図
―
３
の
左
側
に
見
ら
れ
る
。
観
測
の
仕

組
み
は
、
図
に
見
る
よ
う
に
、
雨
水
が
受
水

口
の
下
部
に
設
置
し
た
濾
水
器
を
通
じ
て
、

「
転
倒
ま
す
（
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
）」
に
入
り
、
〇
・
五
㍉
㍍
の
降

具
体
的
に
は
、
向
か
い
合
う
二
対
の
ト

ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ
ー
（
超
音
波
送
受
信
器
）

間
を
超
音
波
パ
ル
ス
が
伝
播
す
る
所
要
時

間
を
計
測
し
、
双
方
か
ら
の
伝
播
時
間
を

比
較
し
て
い
る
。
現
在
、
風
向
風
速
の
観

測
は
、
従
来
の
プ
ロ
ペ
ラ
式
か
ら
、
こ
の

超
音
波
式
に
更
新
中
で
あ
る
。

◇
積
雪
計

積
雪
計
は
平
坦
な
地
面
か
ら
二
～
四
㍍

の
高
さ
に
送
受
波
器
を
設
置
し
、
雪
面
に

発
射
し
た
レ
ー
ザ
ー
光
が
反
射
し
て
戻
っ

て
く
る
ま
で
の
時
間
か
ら
積
雪
の
深
さ
を

観
測
し
て
い
る
。
図
―
７
に
外
観
を
示
す
。

設
置
例
は
図
―
３
の
右
側
に
見
ら
れ
る
。

水
量
（
ま
す
の
容
量
は
一
七
・
五
cc
）
に

達
す
る
と
転
倒
ま
す
が
転
倒
し
、
他
方
の

ま
す
に
溜
ま
り
始
め
る
。
ま
す
が
二
回
転

倒
す
れ
ば
、
降
水
量
は
一
㍉
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
一
時
間
に
一
〇
〇

回
の
転
倒
が
あ
れ
ば
五
〇
㍉
㍍
の
降
水
で

あ
る
。
な
お
、
降
雪
の
場
合
は
、
降
水
量

に
換
算
す
る
た
め
に
、
筐
体
の
内
部
に
温

水
装
置
が
あ
り
、
雪
を
溶
か
し
て
い
る
。

な
お
、
降
水
が
あ
っ
て
も
〇
・
五
㍉
㍍
未

満
の
場
合
は
、ま
す
が
転
倒
し
な
い
の
で
、

降
水
量
は
ゼ
ロ
と
記
録
さ
れ
る
。

図―５　感雨器

図―４　「転倒ます式雨量計」
　　　　の内部構造

降
水
の
時
間
帯
が
観
測
で
き
る
。　

◇
風
向
風
速
計

 

風
向
風
速
の
観
測
は
、「
プ
ロ
ペ
ラ
型

風
向
風
速
計
」
と
「
超
音
波
風
向
風
速
計
」

の
二
種
類
が
あ
る
。

「
プ
ロ
ペ
ラ
型
」
は
図
―
６
に
示
す
よ

う
に
プ
ロ
ペ
ラ
の
回
転
数
で
風
速
を
、
垂

直
尾
翼
で
風
向
を
観
測
す
る
。
な
お
、
プ

ロ
ペ
ラ
の
回
転
数
は
、
回
転
軸
と
一
緒
に

回
転
す
る
リ
ン
グ
の
小
穴
を
通
過
す
る
光

の
数
で
求
め
る
。
な
お
、
回
転
数
と
風
速

の
関
係
は
風
洞
で
検
定
さ
れ
て
い
る
。

超
音
波
風
向
風
速
計
は
、
超
音
波
の
伝

搬
を
利
用
し
て
風
速
と
風
向
を
測
定
す
る
。

発
信
部
と
受
信
部
を
向
か
い
合
わ
せ
に
設

置
し
、
発
信
部
か
ら
発
射
さ
れ
た
超
音
波

が
受
信
部
に
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
を
測

定
す
る
こ
と
で
、
風
の
影
響
に
よ
る
到
達

時
間
の
変
化
を
検
出
し
、
風
速
と
風
向
を

算
出
す
る
。

図―６　プロペラ型風向風速計

図―７　積雪計の概念図

◇
感
雨
器

降
水
の
開
始
時
間
や
継
続
時
間
を
観
測

す
る
測
器
を
図
―
５
に
示
す
「
感
雨
器
」

で
あ
る
（
設
置
状
況
は
図
―
３
の
中
央
付

近
を
参
照
）。
そ
の
原
理
は
、
図
の
よ
う
な

円
筒
の
頂
上
の
表
面
に
銅
線
の
回
路
を
張

り
、
降
水
が
あ
れ
ば
回
線
が
シ
ョ
ー
ト
す

る
こ
と
で
、
降
水
を
観
測
す
る
。
降
水
量

は
観
測
で
き
な
い
が
、
自
動
的
に
無
人
で


